
市民提案型
▶対象となる事業
　次のすべてに該当する事業
　①市民の福祉向上または公益上の必要性が認
　　められる事業
　②市内で実施される事業（関連事業の市外で
　　の実施も可とする）
　③年度内（平成 30 年 3 月 31 日まで）に完
　　了する事業
　④新たにまたはステップアップを目指して実
　　施する事業
▶補助金の額
　対象経費の 2 分の 1 以内の額で、1 事業に
　つき 10 万円を限度額とします
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町内会・自治会提案型
▶対象となる事業
　次のいずれかに該当する事業
　①地域見守り事業
　②環境美化事業
　③絆・交流活性化事業
　※新規性または拡充性のある事業が対象
▶補助金の額
　対象経費の 5 分の 4 以内の額で、1 事業につき
10 万円を限度額とします

　市では、積極的な地域づくり活動を支援するため、「がまだす地域づくり補助金」
を交付します。対象は市民団体などが自主的・主体的に企画し、実施する事業（市
民提案型事業）と地域コミュニティ活動の維持・促進のため、町内会・自治会が
実施する事業（町内会・自治会提案型事業）です。

「がまだす地域づくり補助金」の事業を募集します

■応募期間　6 月 30 日（金）まで
■申し込み・問い合わせ先
　政策企画課地域・婚活班（☎ 63-1111 内線 141）

（活用事例）
池田自治会による世代間交流鯉のぼり上げ

池田自治会では鯉のぼりを集めています。不要となっ
た鯉のぼりを持っている人は池田自治会 佐々木さん

（☎ 68-2772）まで連絡してください　
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献花所

6 月 3 日は「いのりの日」
～災害の記憶を風化させることなく、後世に伝承～

　雲仙・普賢岳噴火災害時、多数の死者・行方不明者を出した大火
砕流から６月３日（土）で丸 26 年となります。
　市では６月３日を「いのりの日」として位置づけ、犠牲となられ
た方々を慰霊するとともに、噴火災害の記憶を風化させることなく
後世へ伝えていく決意を新たにする日として、市内各所でさまざま
な追悼行事などが行われます。

　
未
来
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
へ
噴
火

災
害
の
伝
承
を
目
的
と
し
て
「
第
11
回
い
の

り
の
灯
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と  

き　
６
月
３
日
㈯ 

17
時
20
分
～
20
時 

　
（
雨
天
決
行
）

▼
と
こ
ろ　
雲
仙
岳
災
害
記
念
館

▼
内
　
容　
島
原
音
楽
協
会
・
高
校
生
楽
団

　
コ
ン
サ
ー
ト
、
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
式

▼
問
い
合
わ
せ
先　
雲
仙
岳
災
害
記
念
館

   （
☎
�
５
５
５
５
）

キャンドル点灯式

献花所の設置・黙とう・半旗  いのりの灯
ともしび


